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令和元年度(2019年度)北海道虻田高等学校 学校関係者評価書

〔 学校関係者評価：学校評議員及びＰＴＡ役員 〕

学校教育目標
１ 知性を高め、自ら学ぶ力を育てる。
２ 情操を豊かにし、思いやりの心を育てる。
３ 心身ともに鍛え、実践する力を育てる。

育成を目指す資質・能力
社会の中でたくましく「生きる力」を養う。

(1) 基礎的・基本的な知識及び技能を習得するとともに、商業に関する専門的な知識を理解し、技術を身に付け
るようにする。

(2) 地域に関する課題を発見し、社会における他者との関わりの中でコミュニケーション力を高め、思考力や創
造的に解決する力を養う。

(3) 社会人として必要な豊かな人間性を育み、より良い社会の構築を目指して自ら学び、主体的かつ協働的に取
り組む態度を養う。

自己評価

自己評価の評価基準 Ａ：そう思う Ｂ：どちらかといえばそう思う
Ｃ：どちらかといえばそう思わない Ｄ：そう思わない

学校関係者評価

学校関係者評価基準→［４：たいへんよい ３：よい ２：やや不十分 １：不十分］
※４段階の評価で①～⑥までの評価とご意見の記入をお願いいたします。

①学校経営 ※数字は（％）で表示（以下同じ）
上段：今年度 下段：昨年度

領域 評 価 項 目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 改善策
学校教育目標は生徒の実態や保護者、地域住民 １４ ５７ ２９ ０ ・学校だよりを保護者・生徒

学 の願いを反映させている ２１ ４３ ２１ １４ 向け（１０回）と今年度より
％ ％ ％ ％ 地域住民向け（５回）を発行。

校 学校の教育方針や教育活動について、保護者や ２１ ７９ ０ ０ 新聞広告の掲載。学校ＰＲパ
地域住民へ積極的に情報提供している ２１ ５７ ２１ ０ ンフレットの発行。ＰＴＡだ

経 ％ ％ ％ ％ より（３回）の発行の継続。
全ての教員が共通理解に基づき協力して教育活 ２１ ４３ ３６ ０ ・学校ホームページの更新（今

営 動を進めている ７ ５７ ２９ ７ 年度のアクセス数約56,000）。
％ ％ ％ ％ ・朝の職員打合せの有効活用。

①学校経営

自己評価 ・前年度の反省を踏まえ、改善されている。
の適切さ ３．０ 学校関係 ・ホームページの活用は、まだまだ足りないと思う。ネット環境を利用した卒業

評価者の 生も交流できる場があると良いと思う。
意見

改善策の
適切さ ３．０
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②教育課程（課題）
・ 新学習指導要領に対応した教育課程の編成・・・・・・・・・ 研修会等の参加促進。
・ シラバスの有効活用・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 完成時期を早める。
・ 成績不振者（スマホゲームによる悪影響）対応・・・・・・・ 平成29年度より実施した「タイムマネジメン

トシート」等の取組。

領域 評 価 項 目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 改善策
基礎基本の定着を図るために適切な指導を行っ ３８ ６２ ０ ０ ・遊覧船ガイドをはじめとし
ている ３８ ５０ １４ ０ た学校設定科目「地域ビジネ

教 ％ ％ ％ ％ ス」や「総合的な探究の時間」
商業に関する学科の特色を活かした教育課程の ３８ ５４ ８ ０ の取り組みに関わる地域との

育 編成に努めている ２９ ５０ １４ ７ 連携を強化する。
％ ％ ％ ％ ・新学習指導要領に沿った適

課 生徒個々の学習状況に配慮し、わかる授業の実 ３８ ５４ ８ ０ 切な教育課程の編成と、生徒
施に努めている ３６ ５７ ７ ０ の実態に応じたきめ細かな授

程 ％ ％ ％ ％ 業展開・改善を図っていくた
シラバス等を活用しながら教科指導目標を明確 １５ ７７ ８ ０ めの校内研修を充実させる。
にし学習指導法や評価法等の研修に努めている １４ ６４ ２１ ０

％ ％ ％ ％

②教育課程

自己評価 ・成績不振に関しては、学校だけで改善するのは難しいと思うが、先生方は色々
の適切さ ３．０ 学校関係 と取り組んでいると思う。

評価者の ・学校のみの授業だけではなく、校外にての授業(実践）は大切かと思う。また
意見 地域の歴史等も学ぶ事も必要かと思う。

改善策の ・社会との関わりを早く持つことで、他の人とどう関わって行けば良いのかを考
適切さ ３．０ える機会としてほしい。

③研修（令和元年度実施分）
・ 胆振教育局による新学習指導要領についての説明
・ 地域連携特例校・協力校による遠隔システムを利用した保健体育科の連携授業

領域 評 価 項 目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 改善策
校内研修は充分に実施している １４ ５７ ２９ ０ ・教育課程編成に向け、校内

研 ７ ６４ ２９ ０ 研修の充実と各教科における
％ ％ ％ ％ 校外研修会への参加を図る。

修 校内で情報の共有を積極的に実施している ２１ ６４ １４ ０ ・不登校生徒に対応するため
２１ ５０ ２９ ０ の研修を深め、校内で一致し
％ ％ ％ ％ た指導にあたる。

③研修

自己評価 ・不登校の生徒に対して、先生方は色々と対応している。
の適切さ ３．０ 学校関係 ・不登校生徒についての研修は大切かと思うが、全教員が一致した指導に当たれ

評価者の ば良い方向に行くと思う。
意見 ・生徒の心の中に入って指導するよう頑張ってほしい。

改善策の
適切さ ３．０



3

④生徒指導（令和元年度報告）
・ 特別指導件数 ３件（令和２年２月２１日現在）

領域 評 価 項 目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 改善策
いじめ防止に向けた取組や発生時の対応が適切 ２９ ６４ ７ ０ ・いじめや生徒指導事故につ
に行われている。 ２１ ７１ ７ ０ いて早期の情報収集と迅速な

％ ％ ％ ％ 対応を行っていく。
生 生徒の服装、頭髪などに対して適切な指導を行 ２１ ６４ １４ ０ ・公共の場における言動につ

っている ２９ ６４ ７ ０ いては日常的な指導を継続し
徒 ％ ％ ％ ％ て行い、適切な生徒指導を行

生徒に基本的生活習慣が身に付くように適切な １４ ７１ １４ ０ っていく。
指 指導を行っている １４ ７１ １４ ０

％ ％ ％ ％
導 生徒指導にあたり充分に保護者と連携をとって ２１ ７１ ７ ０

いる ２１ ５７ ２１ ０

％ ％ ％ ％
生徒の様々な悩みに対応した適切な指導を行 ４３ ５０ ７ ０
い、親身になって教育相談を行っている ６４ ３６ ０ ０

％ ％ ％ ％

④生徒指導

自己評価 ・今の子供たちは、とても真面目だと思うが、問題の解決に当たっては、家庭と
の適切さ ３．３ 学校関係 連携して進めて欲しい。

評価者の ・その都度気がついたときに、全職員が適切に指導する事が大切である。
意見

改善策の
適切さ ３．３

⑤進路指導（課題）
・主体的に進路活動に取り組める生徒が少ない。年々、基礎学力・自己表現力が不足している生徒の状況が顕著に
なってきている。・・・・・・・・・日常生活からの進路指導、学び直し、夏期講習、冬期講習の強化

（進路状況）
・２月２５日現在１５名進路決定（別紙６ページ）

領域 評 価 項 目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 改善策
３カ年を見通した系統的・計画的な進路指導を行っ ２１ ７１ ７ ０ ・生徒の実態を踏まえ、進路

進 ている ５７ ３６ ７ ０ シラバスを作成する。
％ ％ ％ ％ ・教育改革に関する情報をは

路 進路実現のため生徒や保護者との面談等を充分に行 １４ ７９ ７ ０ じめ、就学支援金等の情報、
っている ２９ ５７ １４ ０ 社会に求められる資質等につ

指 ％ ％ ％ ％ いて、社会に出て行く上で生
進路に関する情報や資料等が効果的に活用されてい １４ ８６ ０ ０ 徒に関わる情報を遺漏なく伝

導 る ２９ ５７ １４ ０ え、自己選択していく姿勢を
％ ％ ％ ％ 養う。

⑤進路指導

自己評価 ・教職員の親身になっての指導が、進路結果に現れている。
の適切さ ３．５ 学校関係 ・仕事上のコミュニケーションスキルやトラブルの解決など社会人基礎力の育成

評価者の をお願いしたい。
意見 ・卒業後もアドバイスをする頼られる体制をお願いしたい。

改善策の ・世の中で何をやっていくのか、どう生きていくのか、生き方の指導が必要であ
適切さ ３．５ る。
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⑥特別活動（課題）
・生徒会活動、部活動の活性化・・・・・・・・・・部活動の加入率の低下が続いている。生徒会活動を通じて、

部活動の活性化や生徒会行事の内容の見直しを図っていく。

領域 評 価 項 目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 改善策
生徒はボランティア活動に積極的に参加してい ２９ ３６ ３６ ０ ・生徒数の減少に応じて、学

特 る ４３ ２１ ３６ ０ 校行事や生徒会活動について、
％ ％ ％ ％ 見直しを行い、継続して活動

別 生徒は学校行事や生徒会活動に積極的に参加 ２９ ４３ ２９ ０ できるようにしていく。
し、充実した学校生活になっている １４ ３８ ５０ ０

活 ％ ％ ％ ％
モラルについて考えさせたり､社会のルールに １４ ７９ ７ ０

動 ついて学ぶ機会を適切に設けている １４ ５０ ３６ ０

％ ％ ％ ％
健康管理や安全指導を適切に行っている ２１ ７９ ０ ０ ・講演会の実施に関して、目

健 ２９ ５０ ２１ ０ 的を明確にし、講演内容等を
％ ％ ％ ％ 検討する。

康 生徒は交通安全に心がけ、交通ルールを守って ２１ ７９ ０ ０
登下校している ４３ ４３ １４ ０

安 ％ ％ ％ ％
心や身体の悩みについて相談しやすい環境をつ ２１ ６４ １４ ０

全 くっている ６４ ２１ １４ ０

％ ％ ％ ％
総合的な探究(学習)の時間の取組について適切 ２９ ５７ １４ ０ ・地域学習と進路学習を融合

学 に行っている。 した「ふるさとキャリア教育」
％ ％ ％ ％ として取り組んでいる。

校 規範意識のない生徒及び家庭の協力が得られな ０ ７９ ２１ ０ ・日常的・継続的な指導を引
い場合の指導について適切に行っている き続き行う。

課 ％ ％ ％ ％
早期離職者防止に向けて有効的な指導を行って ０ ８６ １４ ０ ・職安と連携をとりながら防

題 いる 止に向けて取り組む。
％ ％ ％ ％

施設や設備は充実している １５ ６９ ８ ８ ・学び直しを含め、基礎基本
２９ ３６ ３６ ０ の学習を放課後の補習や講習

そ ％ ％ ％ ％ で実施している。
家庭との連携を積極的に行っている ２０ ５３ ２０ ７ ・タイムマネジメントシート

の １４ ５０ ３６ ０ の活用や課題等により生徒の
％ ％ ％ ％ 家庭学習習慣の定着を図って

他 生徒が家庭学習に取り組むような工夫をしてい １４ ５７ ２９ ０ いる。
る １４ ４３ ４３ ０ ・進学対象者や基礎基本の学

％ ％ ％ ％ 習支援の目的で、インターネ
ット等配信している外部業者
の講義等を取り入れる予定。

⑥特別活動

自己評価 ・先生方は、色々と生徒にあわせて考えて指導していると思う。
の適切さ ３．３ 学校関係 ・生徒の人数が少ない関係で、部活動は大変だと思う。チームが編成できないが

評価者の 個人で出来る部活動を考える事も必要だと思う。
意見

改善策の
適切さ ３．３


